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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

～
理
事
・
監
事
等
を
改
選
～

～
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
～

去
る
６
月

日
理
事
会
、
６
月

15

26

日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
辞
職
・
死

亡
に
伴
う
評
議
員
６
名
並
び
に
任
期

満
了
と
な
っ
た
理
事

名
及
び
監
事

37

３
名
を
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
の
後
、
新
理
事
に
よ
る

理
事
会
を
開
催
し
、
会
長
、
副
理
事

長
等
を
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
も
６
月

日
に
い

15

さ
お
会
館
で
、
女
性
部
会
議
を
開
催

し
、
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

【
新
評
議
員
】
藤
原
洋
一
（
岡
山

市
岡
山
）
福
田
禧
代(

岡
山
市
北)

楢

崎
雄(

備
前
市)

土
井
原
康
文(

赤
磐

市)

竹
内
正
弘(

小
田
郡)

岩
佐
英
重

（
苫
田
郡
）

【
理
事
】
松
本
好
厚
（
岡
山
市
岡

県

遺

族

通

信

山
）
川
崎
敬

（
岡
山
市
西
大

寺
）
徳
田
伸

（
岡
山
市
上

道)

穐
山
國
衛

（
岡
山
市
北
）

木
村
勝
（
岡
山

市
南
）
海
野
昌

明
（
岡
山
市
御
津
）
近
藤
嘉
也
（
岡

山
市
灘
崎
）
小
坂
田
憲
典(

岡
山
市

建
部)

松
本
和
昌(

岡
山
市
瀬
戸)

岡

本
忠(

倉
敷
市
倉
敷
）
木
村
説
男(

倉

敷
市
児
島
）
井
上
晴
夫(

倉
敷
市
玉

島
）
黒
瀬
正
典
（
倉
敷
市
真
備
）
大

塚
邦
久
（
津
山
市
）
三
宅
禎
浩
（
玉

野
市
）
秀
平
良
子
（
笠
岡
市
）
惣
䑓

八
十
八
（
井
原
市
）
江
本
公
一
（
総

社
市
）
大
月
健
一
（
高
梁
市
）
梅
林

由
二
（
新
見
市
）
山
下
桂
正
（
備
前

市
）
高
原
能
夫
（
瀬
戸
内
市
）
伊
永

祐
雄
（
赤
磐
市
）
小
谷
孝
佳
（
真
庭

市
）
古
川
忠
雄
（
美
作
市
郡
）
田
邉

毅
（
浅
口
市
郡
）
山
本
定
義
（
和
気

郡
）
澤
田
晃
始
（
都
窪
郡
）
江
木
正

人
（
小
田
郡
）
髙
村
茂
博
（
真
庭

郡
）
鈴
木
覚
（
苫
田
郡
）
松
木
太

（
勝
田
郡
）
山
下
修
（
久
米
郡
）

田
明
（
加
賀
郡
）
山
田
正
幸
（
青
年

部
・
岡
山
市
西
大
寺
）
波
多
豊
子

(

女
性
部
・
岡
山
市
岡
山
）
額
田
克

美(

女
性
部
・
岡
山
市
瀬
戸
）

【
監
事
】
近
常
强(

岡
山
市
岡
山)

飯
田
龍
彦(

倉
敷
市
倉
敷
）
小
林
幹

夫(

津
山
市)

【
正
副
理
事
長
・
常
任
理
事
】

理
事
長
：
大
月
健
一(

高
梁
市
）
副
理

事
長
：
三
宅
禎
浩
（
玉
野
市
）
山
下
桂

正(

備
前
市)

江
本
公
一(

総
社
市)

常
任

理
事
：
大
塚
邦
久
（
津
山
市
）
穐
山
國

衛
（
岡
山
市
北
）
松
本
好
厚
（
岡
山

市
岡
山
）
山
田
正
幸
（
岡
山
市
西
大

寺
）
波
多
豊
子(

岡
山
市
岡
山
）

（
理
事
会

月

日
県
連
盟
大
会
議
室
）

6

26

【
女
性
部
役
員
】

部
長
：
波
多
豊
子(

岡
山
市
岡
山)

副

部
長
：
額
田
克
美
（
岡
山
市
瀬
戸
）

内
田
翠(
倉
敷
市
児
島)

幹
事
：
一
視

保
惠(
総
社
市)

正
子
初
美(

美
作
市)

森
勝
子(
岡
山
市
西
大
寺)

宮
田
泰
子

（
玉
野
市
）

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

令
和
４
年

月

日
、
岡
山
市
立

11

26

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
規
模
縮
小
し

て
実
施
。

・
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

月

日
、
東
京
・
自
由
民
主
会

12

12

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連
盟
か

ら
役
員
を
派
遣
し
、
大
会
終
了
後
厚

生
労
働
大
臣
・
国
会
陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
秋
の
慰
霊
行
事
に
奉
仕
者
を
派
遣
。

ま
た
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備
団

子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
４
０
０
箱

＊
秋

１
，
２
０
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式

規
模
縮
小
開
催
と
な
っ
た
が
、
３

年
ぶ
り
に
本
県
代
表

名
が
参
列
。

19

ま
た
、
県
連
盟
大
月
理
事
長
が
遺
族

代
表
の
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
中

止
）

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

日
数
及
び
人
数
を
制
限
し
て

年
3

ぶ
り
に
実
施

遺
族
参
加
者

名
18

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣
（
中
止
）

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
政
府
慰
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語
り
部
活
動
の
実
施

～
岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
～

岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
中
学
校
の
平
和
学
習
授

業
に
講
師
を
派
遣
し
、
実
体
験
を
話

す
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

県
遺
族
連
盟
女
性
部
長
で
も
あ
る

波
多
豊
子
さ
ん
の
場
合
は
、

月
6

28

日
に
岡
山
後
楽
館
中
学
２
年
生

人
70

に
「
戦
後
を
生
き
て
」
と
題
し
て
、

戦
地
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
父
か
ら
の

ハ
ガ
キ
や
戦
後
の
母
と
の
厳
し
い
生

活
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
平
和
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

充
実
し
た
平
和
学
習
の
授
業
と
な
り

ま
し
た
。

岡
山
県
県
戦
没
者
慰
霊
祭

～
春
に
続
き
秋
も
通
常
開
催
～

春
季
慰
霊
祭
は
、
去
る
五
月
五
日
、

県
護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
通
常
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
ご
来
賓
と
県
下
各
地
の
遺

族
な
ど
約
七
百
人
の
参
列
者
が
、
戦

没
者
の
御
霊
の
平
安
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

来
る
十
月
五
日
開
催
予
定
の
秋
季

慰
霊
祭
、
そ
し
て
翌
六
日
の
県
護
國

神
社
秋
季
慰
霊
大
祭
も
通
常
ど
お
り

催
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様

に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

～
令
和
６
年
版
申
込
受
付
中
～

令
和
５
年
版
の
販
売
実
績
は
、

２
千
部
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
サ
イ
ズ
縦

×

横

50

35
cm

■
中
綴
じ
タ
イ
プ

カ
ラ
ー
写
真

■
窓
口
販
売

５
０
０
円
／
部

■
注
文
販
売
（
送
料
無
料
）

・
１
０
０
部
未
満
４
０
０
円
／
部

・
１
０
０
部
以
上
３
５
０
円
／
部

■
申
込
先

英
霊
に
こ
た
え
る
会

岡
山
県
本
部
（
護
國
神
社
内
）

電
話:

-

２-

３
０

0
8
6

2
7

1
7

:
-

２-

３
０

６

F
A
X

0
8
6

2
7

1

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
５
年

月
］

9

２
日

津
山
市
遺
族
連
合
会
慰
霊
祭

（
護
國
神
社
）

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭

22
（
岡
山
市
津
高
）

日

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式

23
（
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会

28
（
岡
山
平
和
祈
念
館
）

日

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式

29
（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

日

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式

30
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

［
令
和
５
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

5
（
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6
（
護
國
神
社
）

～

日

日
本
遺
族
会
中
国
四
国

17

18
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
ま
き
び
会
館
）

日

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式

19
（
津
山
総
合
体
育
館
）

［
令
和
５
年

月
］

11

１
日

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
慰
霊

祭
（
護
國
神
社
）

２
日

県
連
盟
理
事
会
（
護
國
神
社

い
さ
お
会
館
）

~

日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

8

10
悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

日

岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

25（
岡
山
市
立
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

【
編
集
後
記
】

沖
縄
の
首
里
城
の
地
下
に
広
が
る
旧
日

本
軍
第

軍
司
令
部
壕
を
築
造
し
た
部
隊

３２

に
多
く
の
岡
山
県
出
身
者
が
所
属
し
て
い

た
旨
の
記
事
が
８
月

日
付
け
の
山
陽
新

16

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
で
は
、
築

造
の
経
緯
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
軍
司
令

官
の
孫
の
牛
島
貞
満
さ
ん
の
話
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
こ
と
も
多
く
、
隊
員

の
手
記
や
手
紙
な
ど
の
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

貴
重
な
戦
争
遺
産
と
し
て
司
令
部
壕
が

後
世
に
残
る
よ
う
、
情
報
が
あ
れ
ば
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。（
増
本
）
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霊
巡
拝
事
業
（
一
部
実
施
さ
れ
た
が

本
県
参
加
者
無
し
）

・
遺
骨
帰
還
事
業
（
硫
黄
島
に
１
名

派
遣
）

・
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡

拝
事
業
（
参
加
者
無
し
）

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会
や
全
国

遺
族
大
会
を
通
じ
て
、
県
や
国
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

・
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
、

請
求
漏
れ
の
出
な
い
よ
う
に
、
県
や

各
遺
族
会
等
と
連
携
し
、
関
係
遺
族

へ
の
指
導
・
広
報
に
努
め
た
。

３

組
織
の
充
実
強
化

・
女
性
部
研
修
会

遺
族
諸
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

１
月

日
に
実
施
し
た
。

20

・
合
同
研
修
会
（
中
止
）

・
県
遺
族
通
信
の
発
行

遺
族
会
活
動
の
広
報
は
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
２
回
発
行
。

・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
議

５
月
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
、
理

事
長
等
役
員
を
派
遣
。

・
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事
業

＊
百
歳
長
寿
の
祝
い

７
名

＊
一
人
暮
ら
し
妻
慰
問

名
14

４

岡
山
平
和
祈
念
館

＊
遺
影

７
，
７
０
０
件

＊
遺
品

５
０
０
件

＊
入
館
者
数

１
，
１
７
８
人

５

県
連
盟
創
立

周
年
事
業

75

令
和
４
年

月

日
に
岡
山
市
立

11

26

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
を
挙

行
し
た
。
ま
た
、
日
本
遺
族
会
も
創

立

周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記

75
念
式
典
に
代
表
を
派
遣
し
た
。

６

各
種
会
議

・
常
任
理
事
会

４
回

・
理
事
会

３
回

・
評
議
員
会

２
回

・
監
査
会

１
回

・
女
性
部
会
議

１
回

・
女
性
部
幹
事
会

２
回

全
国
戦
没
者
追
悼
式

～
台
風
の
た
め
参
列
断
念
～

本
年
八
月
十
五
日
、
政
府
主
催
の

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
、
県
連
盟
が

名
の
遺
族
代
表
を
推
薦
し
て
お
り

59ま
し
た
が
、
台
風
７
号
の
本
土
上
陸

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
参
列
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。

県
連
盟
合
同
研
修
会
を
開
催

県
連
盟
は
岡
山
県
の
補
助
を
受
け

て
、
令
和
５
年
度
合
同
研
修
会
を
５

月

日(

火)

か
ら
２
日
間
大
阪
で
大

30
月
理
事
長
を
は
じ
め

名
が
参
加
し

38

て
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
江
戸
後
期
の
医
師
．
蘭

学
者
の
緒
方
洪
庵
（
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行
程

※
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T

:
-

-

E
L

0
8
6

2
7
1

7
1
7

）
ま
で
。

5
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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

～
理
事
・
監
事
等
を
改
選
～

～
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
～

去
る
６
月

日
理
事
会
、
６
月

15

26

日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
辞
職
・
死

亡
に
伴
う
評
議
員
６
名
並
び
に
任
期

満
了
と
な
っ
た
理
事

名
及
び
監
事

37

３
名
を
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
の
後
、
新
理
事
に
よ
る

理
事
会
を
開
催
し
、
会
長
、
副
理
事

長
等
を
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
も
６
月

日
に
い

15

さ
お
会
館
で
、
女
性
部
会
議
を
開
催

し
、
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

【
新
評
議
員
】
藤
原
洋
一
（
岡
山

市
岡
山
）
福
田
禧
代(

岡
山
市
北)

楢

崎
雄(

備
前
市)

土
井
原
康
文(

赤
磐

市)

竹
内
正
弘(

小
田
郡)

岩
佐
英
重

（
苫
田
郡
）

【
理
事
】
松
本
好
厚
（
岡
山
市
岡

県

遺

族

通

信

山
）
川
崎
敬

（
岡
山
市
西
大

寺
）
徳
田
伸

（
岡
山
市
上

道)

穐
山
國
衛

（
岡
山
市
北
）

木
村
勝
（
岡
山

市
南
）
海
野
昌

明
（
岡
山
市
御
津
）
近
藤
嘉
也
（
岡

山
市
灘
崎
）
小
坂
田
憲
典(

岡
山
市

建
部)

松
本
和
昌(

岡
山
市
瀬
戸)

岡

本
忠(

倉
敷
市
倉
敷
）
木
村
説
男(

倉

敷
市
児
島
）
井
上
晴
夫(

倉
敷
市
玉

島
）
黒
瀬
正
典
（
倉
敷
市
真
備
）
大

塚
邦
久
（
津
山
市
）
三
宅
禎
浩
（
玉

野
市
）
秀
平
良
子
（
笠
岡
市
）
惣
䑓

八
十
八
（
井
原
市
）
江
本
公
一
（
総

社
市
）
大
月
健
一
（
高
梁
市
）
梅
林

由
二
（
新
見
市
）
山
下
桂
正
（
備
前

市
）
高
原
能
夫
（
瀬
戸
内
市
）
伊
永

祐
雄
（
赤
磐
市
）
小
谷
孝
佳
（
真
庭

市
）
古
川
忠
雄
（
美
作
市
郡
）
田
邉

毅
（
浅
口
市
郡
）
山
本
定
義
（
和
気

郡
）
澤
田
晃
始
（
都
窪
郡
）
江
木
正

人
（
小
田
郡
）
髙
村
茂
博
（
真
庭

郡
）
鈴
木
覚
（
苫
田
郡
）
松
木
太

（
勝
田
郡
）
山
下
修
（
久
米
郡
）

田
明
（
加
賀
郡
）
山
田
正
幸
（
青
年

部
・
岡
山
市
西
大
寺
）
波
多
豊
子

(

女
性
部
・
岡
山
市
岡
山
）
額
田
克

美(

女
性
部
・
岡
山
市
瀬
戸
）

【
監
事
】
近
常
强(

岡
山
市
岡
山)

飯
田
龍
彦(

倉
敷
市
倉
敷
）
小
林
幹

夫(

津
山
市)

【
正
副
理
事
長
・
常
任
理
事
】

理
事
長
：
大
月
健
一(

高
梁
市
）
副
理

事
長
：
三
宅
禎
浩
（
玉
野
市
）
山
下
桂

正(

備
前
市)

江
本
公
一(

総
社
市)

常
任

理
事
：
大
塚
邦
久
（
津
山
市
）
穐
山
國

衛
（
岡
山
市
北
）
松
本
好
厚
（
岡
山

市
岡
山
）
山
田
正
幸
（
岡
山
市
西
大

寺
）
波
多
豊
子(

岡
山
市
岡
山
）

（
理
事
会

月

日
県
連
盟
大
会
議
室
）

6

26

【
女
性
部
役
員
】

部
長
：
波
多
豊
子(

岡
山
市
岡
山)

副

部
長
：
額
田
克
美
（
岡
山
市
瀬
戸
）

内
田
翠(

倉
敷
市
児
島)

幹
事
：
一
視

保
惠(

総
社
市)

正
子
初
美(

美
作
市)

森
勝
子(

岡
山
市
西
大
寺)

宮
田
泰
子

（
玉
野
市
）

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

令
和
４
年

月

日
、
岡
山
市
立

11

26

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
規
模
縮
小
し

て
実
施
。

・
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

月

日
、
東
京
・
自
由
民
主
会

12

12

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連
盟
か

ら
役
員
を
派
遣
し
、
大
会
終
了
後
厚

生
労
働
大
臣
・
国
会
陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
秋
の
慰
霊
行
事
に
奉
仕
者
を
派
遣
。

ま
た
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備
団

子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
４
０
０
箱

＊
秋

１
，
２
０
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式

規
模
縮
小
開
催
と
な
っ
た
が
、
３

年
ぶ
り
に
本
県
代
表

名
が
参
列
。

19

ま
た
、
県
連
盟
大
月
理
事
長
が
遺
族

代
表
の
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
中

止
）

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

日
数
及
び
人
数
を
制
限
し
て

年
3

ぶ
り
に
実
施

遺
族
参
加
者

名
18

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣
（
中
止
）

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
政
府
慰
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語
り
部
活
動
の
実
施

～
岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
～

岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
中
学
校
の
平
和
学
習
授

業
に
講
師
を
派
遣
し
、
実
体
験
を
話

す
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

県
遺
族
連
盟
女
性
部
長
で
も
あ
る

波
多
豊
子
さ
ん
の
場
合
は
、

月
6

28

日
に
岡
山
後
楽
館
中
学
２
年
生

人
70

に
「
戦
後
を
生
き
て
」
と
題
し
て
、

戦
地
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
父
か
ら
の

ハ
ガ
キ
や
戦
後
の
母
と
の
厳
し
い
生

活
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
平
和
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

充
実
し
た
平
和
学
習
の
授
業
と
な
り

ま
し
た
。

岡
山
県
県
戦
没
者
慰
霊
祭

～
春
に
続
き
秋
も
通
常
開
催
～

春
季
慰
霊
祭
は
、
去
る
五
月
五
日
、

県
護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
通
常
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
ご
来
賓
と
県
下
各
地
の
遺

族
な
ど
約
七
百
人
の
参
列
者
が
、
戦

没
者
の
御
霊
の
平
安
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

来
る
十
月
五
日
開
催
予
定
の
秋
季

慰
霊
祭
、
そ
し
て
翌
六
日
の
県
護
國

神
社
秋
季
慰
霊
大
祭
も
通
常
ど
お
り

催
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様

に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

～
令
和
６
年
版
申
込
受
付
中
～

令
和
５
年
版
の
販
売
実
績
は
、

２
千
部
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
サ
イ
ズ
縦

×

横

50

35
cm

■
中
綴
じ
タ
イ
プ

カ
ラ
ー
写
真

■
窓
口
販
売

５
０
０
円
／
部

■
注
文
販
売
（
送
料
無
料
）

・
１
０
０
部
未
満
４
０
０
円
／
部

・
１
０
０
部
以
上
３
５
０
円
／
部

■
申
込
先

英
霊
に
こ
た
え
る
会

岡
山
県
本
部
（
護
國
神
社
内
）

電
話:

-

２-

３
０

0
8
6

2
7

1
7

:
-

２-

３
０

６

F
A
X

0
8
6

2
7

1

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
５
年

月
］

9

２
日

津
山
市
遺
族
連
合
会
慰
霊
祭

（
護
國
神
社
）

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭

22
（
岡
山
市
津
高
）

日

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式

23
（
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会

28
（
岡
山
平
和
祈
念
館
）

日

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式

29
（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

日

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式

30
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

［
令
和
５
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

5
（
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6
（
護
國
神
社
）

～

日

日
本
遺
族
会
中
国
四
国

17

18
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
ま
き
び
会
館
）

日

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式

19
（
津
山
総
合
体
育
館
）

［
令
和
５
年

月
］

11

１
日

岡
山
市
北
遺
族
連
合
会
慰
霊

祭
（
護
國
神
社
）

２
日

県
連
盟
理
事
会
（
護
國
神
社

い
さ
お
会
館
）

~

日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

8

10
悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

日

岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

25（
岡
山
市
立
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

【
編
集
後
記
】

沖
縄
の
首
里
城
の
地
下
に
広
が
る
旧
日

本
軍
第

軍
司
令
部
壕
を
築
造
し
た
部
隊

３２

に
多
く
の
岡
山
県
出
身
者
が
所
属
し
て
い

た
旨
の
記
事
が
８
月

日
付
け
の
山
陽
新

16

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
で
は
、
築

造
の
経
緯
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
軍
司
令

官
の
孫
の
牛
島
貞
満
さ
ん
の
話
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
こ
と
も
多
く
、
隊
員

の
手
記
や
手
紙
な
ど
の
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

貴
重
な
戦
争
遺
産
と
し
て
司
令
部
壕
が

後
世
に
残
る
よ
う
、
情
報
が
あ
れ
ば
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。（
増
本
）




